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第t回定例舎の
あらまし

平
成
ロ
年
第
1
固
定
例
会
が
、

2
月
引
日
か
ら

3
月
げ
固
ま
で
の
お
自
問
の
日

程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
一
平
成
ロ
年
度
予
算
な
ら
び
に
地
方
分
権
一
括
法
お
よ
び
介

護
保
険
法
の
絡
行
に
伴
う
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
市
長
提
出
諦
業
関
件
を
審
議

し
、
部
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
、
千
葉
市
情
報
公
開
条
例
の
全

部
改
正
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
に
一
部
修
正
を
加
え
、
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
員
提
出
議
案

3
件
、
意
見
書

8
件
、
決
議

3
件
、
請
願

8
件
を
審

議
し
た
ほ
か
、
谷
会
派
の
代
表
質
疑
か
7
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
会
議
員
で
織
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
と
区
の
滋
蚕
管
理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
の
滋
挙
を
行
い
ま
し
た
。
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新
年
度
予
算
を
可
決

平
成
け
年
度
一
般
会
計
術
正
予
箆

国
の
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
事
業
で
あ
る

子
ど
も
ル
ー
ム
お
よ
び
保
育
所
の
施
設
整
備
の
竣
工

が
、
国
の
認
定
時
期
の
遅
れ
な
ど
か
ら
翌
年
度
に
わ

た
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
歳
入
歳
出
予
算
を
減
額

し
、
あ
わ
せ
て
継
続
資
を
追
加
す
る
専
決
処
分
を
行

っ
た
ほ
か
、
国
康
補
助
金
な
ど
の
決
定
に
伴
い
、
道

路
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
整
備
資
や
街
路
、
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
都
市
塁
盤
整
備
費
、
国
道
警
備

に
係
る
圏
直
轄
事
業
負
担
金
お
よ
び
幕
張
メ
ツ
セ
建

設
軍
事
業
負
担
金
な
ど
、
合
わ
せ
て
百
二
十
四
悠
二
百

万
円
を
追
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
銀
総
額
は
、
一
二
千
六

百
二
十
四
億
五
千
七
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

平
成
行
年
度
特
別
会
卦
詰
正
予
箆
(企
業
会
計
を
含
む
)

老
人
保
健
医
療
事
業
会
計
な
ど

ω事
業
会
計
に
、

合
わ
ぜ
て
七
十
億
五
千
三
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二
千
九

百
九
十
二
億
三
平
万
円
に
な
り
ま
す
。

並
我
弘
氏
孟

D
b邑

3
R
U
入
ヘ
司
同
町
り
崎
山
三
世
P

こ

ユ

-
4
2
3
4
T
3
4
E
F
G〓X
2
l

千
葉
市
公
民
館
設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
各
区
に
1
つ

の
公
民
館
一連
怠
審
議
会
を
置
く
ほ
か
、
百
一
帥
公
民
館
の

改
築
に
伴
い
、
当
分
の
問
、
弥
生
小
学
校
内
に
位
置

を
変
更
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

総
額
六
千
一

亥露公国の桜と千葉減〈中央区〉

《
予

算

》

平
成
刊
同
年
度
各
会
計
予
箆

平
成
ロ
年
度
予
線
は
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
環
段
、
教
育
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
の
施
策
の
綜
充
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
‘
公
園
、
下
排
水
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
生
活
関

逮
随
設
整
備
の
ほ
か
、
街
路
、
土
地
区
画
整
理
な
ど

の
都
市
塁
盤
盤
備
や
都
市
機
能
の
充
実
に
努
め
、
さ

ら
に
、
地
減
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
の
充

実
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
へ
の
金
融
支
援
策
や

筒
后
街
活
性
化
策
を
縫
進
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
に

編
成
し
、
そ
の
結
果
、
前
年
度
と
比
較
し
て
0
・7
%

埼
の
総
額
六
千
二
百
ハ
十
億
六
千
百
万
円
と
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
煎
は
、
前
年
度
と
比

駁
し
て
0
・
2
%溜
の
三
千
三
百
四
十
一
億
八
千
万

円
に
、
特
別
会
計

(企
業
会
計
を
含
む
ゆ
会
計
)
は
、

1
・
3
%増
の
二
千
九
百
三
十
八
億
八
千
百
万
円
に

な
り
ま
す
。， 

， 

《
条

例

》

千
葉
市
情
報
公
開
条
例
の
全
部
改
正

情
報
公
開
制
度
運
嘗
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、

市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、
公
文
書
の
開
示
を
請

求
す
る
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
条
例
の
全
部

を
改
正
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
‘

議
会
を
情
報
公
開
の
実
施
後
関
と
す
る
な
ど
の
修
正

を
加
-
え
議
決
し
ま
し
た
。

千
葉
市
介
讃
保
険
条
例
の
制
定

介
護
保
険
制
度
の
実
飽
に
伴
い
、
保
険
料
率
な
ど

必
要
な
沼
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
・

‘マ

《
工
事
請
負
契
約
》

新
港
新
沼
帰
工
甥

(仮
称
)
建
築
抗
打
工
m
引
を
六

億
九
千
七
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

《
人
事
案
件
》

収
入
役
に
、
道
村
潔
氏
を
一
再
任
す
る
こ
と
に
、
同

意
し
ま
し
た
。





。NO.28 ちば市議会だより平成12年(2000年)5月

委員会審査・調査⑩@

常、川

任

委

員
b 
~ 

~ ~-J ¥ 
経済裁奇委員会審査風祭

3
月
8
白
に
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案

刊
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
、
誇
関
8
件、

際
情
1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
は
可
決

(
1
件
は
修
正
可
決
)
と
な
り
、
議
員
提

出
議
案
の
障
害
者
の
駐
豪
爆
利
用
料
金
助

成
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
否

決
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
・
陳
情
は
、
不
採
択
3
件、

継
続
審
蜜
6
件
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
2
月
1
固
に
総
務
委

員
会
が
悶
か
れ
、
際
問
問
1
件
を
審
益
し
た

ほ
か
、

2
月
間
自
に
保
健
下
水
委
員
会
が

伺
か
れ
、
〈
川
務
保
険
制
度
実
施
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

相
応
組
問
委
員
会

一
般
会
計
繍
正
予
算
や
千
葉
市
情
報
公

開
条
例
の
全
部
改
正
な
ど
議
案
ロ
件
、
話

願
1
件
、
陳
情
1
件
を
審
査
し
、
情
報
公

開
条
例
の
全
部
改
正
に
関
し
、
閲
覧
手
数

料
を
徴
収
す
る
綬
拠
と
減
額
し
た
理
由
お

よ
び
無
料
と
し
な
か
っ
た
浬
闘
な
ど
に
つ

い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

同
議
案
に
対
し
て
は
、
2
件
の
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
関
覧
手
数

料
を
無
料
と
す
る
部
分
は
否
決
、
議
会
を

実
情
叫
抑
制
関
と
し
て
加
え
、
個
人
情
報
保
諮
問

条
例
に
つ
い
て
も
実
抽
出
機
関
と
す
る
部
分

を
可
決
し
た
の
ち
、
原
案
を
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

V
千
葉
市
議
会
の
情
報
公
開
制
度
実
総
を

求

め

る

陳

情

不

採

択

保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
介
護
保

険
条
例
の
制
定
な
と
議
案
犯
件
(
議
員
提
出

議
案
1
伶
モ
含
む
)
、
請
願
3
件
を
審
還
し
、

介
護
保
仲
間
条
例
の
制
定
に
関
し
、
運
営
協

議
会
を
設
題
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
理
由
や
本
市
独
自
の
条
例
案
と
す

る
考
え
に
つ
い
て
箆
妓
が
あ
り
ま
し
た
。

問
叫
耐
震
に
対
し
て
は
、
介
護
保
険
料
の

徴
収
猶
予
お
よ
び
減
免
規
定
な
ど
を
設
け

る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

V
障
害
者
の
従
護
団
場
利
用
料
金
の
無
料
化

を

求

め

る

一

議

願

不

係

択

V
介
護
保
険
の
減
免
制
度
を
求
め
る
誘
願

不
採
択

環
焼
建
設
委
員
会

一
般
会
計
術
正
予
持
や
新
港
新
清
帰
工

煽
(
仮
称
)
建
築
杭
打
工
事
訴
負
契
約
な

と
議
案

8
件
、
請
願
2
件
を
審
査
し
、
千

葉
市
環
問
視
関
係
手
数
料
条
例
の
制
定
に
関

し
、
手
数
料
の
値
上
げ
理
由
、
条
例
制
定

に
よ
る
歳
入
の
見
込
み
お
よ
び
事
務
室
泡

加
の
有
無
怠
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

経
済
教
育
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
銭
や
千
葉
市
公
民
館

設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
震
は

件
、
請
願
1
件
を
審
査
し
、
公
民
館
設
担

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
関
し
、
公
民
館

運
曾
密
議
会
を
各
区
1
か
所
の
中
銭
的
な

公
民
館
に
統
合
す
る
理
由
や
各
地
区
公
民

館
の
遜
営
審
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
遷
宮
懇
談
会
へ
変
わ
る
こ
と
へ
の
完
解

な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
消
防
愛
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
都
市
計

画
審
議
会
条
例
の
制
定
な
と
議
案
内山
件
、

一議一
廠
1
件
を
密
蚤
し
、
都
市
計
画
審
議
会

条
例
の
制
定
に
関
し
、
固
か
ら
示
さ
れ
た

委
員
数
に
つ
い
て
の
政
令
の
内
容
、
委
員

の
備
成
に
学
識
経
験
者
が
悶
え
る
辺
自
と

そ
の
効
果
お
よ
び
選
考
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
質
疑
か
あ
り
ま
し
た
。

未
知
市
税
財
政
制
度
・

柚
岨
・
古
川

Q
M山部
出
調
州
議
H
A

松
村
判
別
釆
女
自
只
ふ
再

1
月
初
日
に
聞
か
れ
、
地
方
分
続

一
括

法
に
伴
う
条
例
の
制
定
改
廃
な
ど
に
つ
い

て
翁
査
し
ま
し
た
。

弘之
寸
・高
齢
化
社
会
対
策

調
附
杏
且
舵
村
川
別
恭
耳
目
貝
ふ
再

1
月
引
日
に
閃
か
れ
、
高
齢
社
会
に
向

け
た
住
宅
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
月間山
日
に
開
か
れ
、
介
護
保
険

制
度
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委

員

長

副

委

員

長

第
一
分
科
会
主
査

周

到

主

蜜

第
二
分
科
会
主
査

同

副

主

査

一日
両
僑
原

叙
回

意

図

平

康

子

小
金
沢
常
奪

三

版

海

枝

川

柳

田

清

平
成
ロ
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
予
算
議
案
を
翁
査
す
る
た
め
、

3
月
1

日
に
、
全
議
員
で
刊
明
成
す
る
予
闘
再
審
査
特

別
委
員
会

(2
分
科
会
)
を
投
資
し
、
計

9
日
間
に
わ
た
り
寝
室
し
ま
し
た
。
ま
た
、

総
信
質
問
が
、

n人
の
議
員
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

3
月
時
日
の
予
鍔
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
2
分
科
会
で
の
質
疑
や
窓
見
に
つ
い

て
綴
告
が
行
わ
れ
、
各
会
計
の
ロ
年
度
予

算
を
原
案
と
お
り
司
決
し
ま
し
た
。

治
嫡
婆
製
事
項

次
の

8
項
目
は
、
予
野
審
査
特
別
委
員

会
で
市
長
に
婆
望
し
た
も
の
で
す
。

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
か
ん
が
み
、

金
庁
あ
げ
て
積
徳
的
な
財
源
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
や
各
穏

絡
策
の
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
限
ら
れ

た
財
源
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。

-
総
員
研
修
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
の

進
展
に
的
躍
に
対
応
す
る
研
修
は
も
と

よ
り
、
身
近
に
市
民
と
援
す
る
各
経
窓

口
に
お
け
る
祭
遇
向
上
に
む
け
て
、
十

分
耳目
を
用
い
る
こ
と
。

-
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
5
年
を
経
過

し
、
市
民
間思
議
の
希
薄
化
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
民
に
身
近
な
自
主
防
災

組
織
の
組
織
率
の
さ
ら
な
る
向
上
と
育

成
強
化
、
ま
た
、
消
防
局
と
の
連
携
に

よ
る
体
制
堅
偽
に
も
努
め
る
こ
と
。

介
護
保
険
制
度
の
笑
施
に
当
た
っ
て
は
、

ホ
l
ム
へ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
十
分
な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
胞

設
の
充
実
を
進
め
、
利
問
者
の
栂
談
体

制
に
も
遺
漏
な
き
ょ
う
期
す
る
こ
と
。

-

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
分
別
収
集

の
徹
底
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
縫
遂
に
よ
り
、

減
霊
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
焼
却
量

の
削
減
に
も
窓
を
用
い
る
こ
と
・

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
当
た
っ
て
は
、

コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
処
理
方
法
の
研
究

を
す
る
こ
と
。

商
庖
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
二

l
ズ
を
把
娠
し
、
効
果
的
な
施
策

を
実
絡
す
る
と
と
も
に
‘
関
係
部
局
と

連
携
し
た
績
径
釣
な
支
援
胞
策
を
鼠
闘

し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
筒
庖
街
づ
く
り

に
努
力
す
る
こ
と
。

-
市
営
住
宅
お
よ
び
特
定
俊
良
賃
貸
住
宅

に
つ
い
て
は
、
応
募
の
動
向
を
十
分
に

踏
ま
え
、
効
果
的
な
抽
出
策
の
実
絡
に
よ

り
、
市
民
の
住
宅
需
婆
に
こ
た
え
る
こ

と
。
ま
た
、
空
き
家
の
解
消
に
も
一
層

努
力
す
る
こ
と
。

-
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
級
崩
爆
の

予
防
ゃ
、
い
じ
め

・
不
登
校
の
解
消
を

す
る
た
め
、
き
め
細
や
か
な
教
育
が
実

践
で
き
る

A

少
人
数
学
級
編
制
の
実
現
に

向
け
倹
討
す
る
こ
と
。

総
活
質
問

主
な
質
問
項
目

-
合
併
問
題
に
つ
い
て

・
罰
素
で
わ
か
り
や
す
い
住
居
表
示
の
実

施
に
つ
い
て

・
千
葉
市
の
自
転
車
環
演
に
つ
い
て

-
的
出
直
白
一
駐
車
対
策
お
よ
び
駐
品
相
場
釜
備

に
つ
い
て

.
介
護
保
険
に
つ
い
て

@
ご
み
滅
宣
と
容
認
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
つ
い
て

.
水
既
浸
に
つ
い
て

@
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

-
同様
波
に
や
さ
し
い
建
築
行
政
に
つ
い
て

@
建
設
到
達
物
に
つ
い
て

-
学
校
教
育
と
進
路
の
選
択
に
つ
い
て

点字版と録音版{テープ)の市続会だより

自の不自由な方に、市議会の活動をお知らせ
するため、Iちぱ市議会だよりJの点字版と録音
版 (テープ}を作成しています。

ご希aの方i革、ご迎絡ください。

会議録の掬震

本会鼠の審議状況などを記録した会議録は、
市議会図宮室、市政情報室、市図包fig(みやこ・

花見川・稲毛・王51喜.!!il.主主i兵)、股立中央図窓際
で閲覧できます。

なお、第 1 固定例会の会議!~は、 次回の定例
会までに作成する予定です。
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傍磁のご案内

平成12年lft'l2回定例会は6月8日闘に開会す
る予定です。
本会続は、原則として公開していますので、ど

なたでも傍聴できます。
傍隠は、本会鼠の当白、議会ti!!1階で受け付

けています。
会E毒自程は6月5貝闘に決まる予定で"90

表
紙
に
掲
殺
し
ま

し
た
写
真
は
、
亥
露

公
図
の
絞
と
千
葉
減

の
名
で
殺
し
ま
れ
て

い
る
郷
土
憎
物
館
の

緑
子
で
す
。

千
葉
織
は
、
平
安
関
代
の
末
期
、
大
治
す

元
年

(1
1
2
6年
}
に

干

葉

介

常

霊

が

ほ

大
後
減
か
ら
移
り
、
亥
門間
山

に

館

を

築

い

は

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
.
銭
食
時
代
か
ら
酒
湖

畔
叫
園
時
代
に
か
け
て
約
3
3
0年
悶

に

わ

配

た
り
存
続
し
ま
し
た
。
本

丸

跡

は

現

在

の

釧

亥
鼻
公
園
内
に
あ
り
、
昭
和
的
何
年
に
は
、

調

二
の
丸
の
あ
っ
た
付
近
に
天
守

閣

様

式

の

川

郷
土
得
物
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
・

H
M

例
年
、

4
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
亥
悶押
公

綿

図
の
絞
ま
つ
り
に
は
、
多
く
の
市
民
が
訪
市

れ
録
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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よ
り
」
車
内
行
委
員
会

町
一
宮
四
一
は

問
い
合
せ
先
議
4
2
事
務
局
調
査
課

，
タ

d

、s

含

0
4
3
(2
4
5
)5
4
7
2

4
均

l
t


	1
	2-3
	4



